
 

 

 

 

 

 

当センターには、障がいのある方やご家族、支援関係者や行政関係者などから様々な生

活に関するご相談が寄せられます。みんなが困っていることに対して、相談員ができるこ

とは本当に限られており、いつも力不足を痛感しています。 

特に、重度の障がいのある方や行動障がいのある方とそのご家族のニーズ（支援の必要

性）の高まりを感じます。住み慣れた地域で暮らし続けることは、ご本人やご家族にとっ

て当然の願いです。しかし、日々支援を重ねていても地域生活の継続が困難なこともあり

ますし、課題解決につながらないこともあります。そのような時には「福岡市障がい者等

地域生活支援協議会」の城南区部会で事例検討を行い、何が課題なのか、地域課題はある

のか等を検証します。城南区部会は、区福祉課や健康課、委託相談支援事業所、特別支援

学校等の委員で構成されています。城南区部会では、「常時介助が必要な重度の障がい者

の居住の場が少ないこと」や「短期入所などレスパイト支援が思うように利用できない、

短期入所事業所が少ないこと」などが課題として挙げられました。福祉サービスを調整す

る相談支援専門員としては、対応可能な人材や受入事業所がなければ何もできません。生

活が切迫している家庭もありますし、生命に関わる重大な事態を招くこともあります。 

個人だけでは解決できないことを、まず地域の課題として表面化させていくことも私た

ち相談支援の重要な役割だと感じています。このような地域の課題について、福岡市全体

で取り組んでいく姿勢が必要です。具体的な方策を提案するまでには至っておりません

が、今後も引き続き、日々の継続した支援を進めながら、何らかの解決策を見出していき

たいと考えています。 

主任コーディネーター・相談支援専門員  田中一弥  
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ヘルパーステーションほっとほっと  092(866)1622  グループホームすてっぷ 092(834)3365 

福岡市城南区知的障がい者相談支援センター  092(874)7907    短期入所葦の家りーど  092(834)3368 

相談支援の現場から～地域の課題とは～ 

 

バーベキュー大会をしました！ りーど通信 Vol.14  

 

障がい者地域生活支援センター 

名前: 大江 淳一郎 

所属：ヘルパーステーションほっとほっと 

仕事：ホームヘルパー、ガイドヘルパー 

マイブーム：自炊(不定期)、メタルスライム 

一言コメント：おでん、鍋物が美味しい季節になりました☆ 

        支援で食事に行くのが楽しみです♪ 

りーどスタッフの紹介リレー その 6 

地域清掃に参加しました 

 
グループホームすてっぷより 

次年度、複数の新規事業所を立ち上げます。障がいのある方々の、トータルな

就労、地域生活支援にチャレンジする仲間を待っています！ 

○日 時  平成 27 年 12 月 23 日（水･祝）9:00～ 

○場 所  社会福祉法人葦の家福祉会（城南区樋井川 4-1-17） 

○募集人員 通所施設、グループホーム、居宅介護、放課後支援等支援員 

正規、常勤スタッフ 10 名程度、非常勤スタッフ 15 名程度 

  ○応募方法 事前連絡の上、事業所の見学説明会にご参加ください。  

  ※詳しくは Tel：092(873)7481、Fax：092(834)3362 迄 

        

         

平成 28 年度法人職員採用試験のお知らせ 

10 月 19 日(日)に地域清掃が行なわれました。すてっぷから仲間・

職員３名、ほっとほっとからスタッフ 4 名が参加しました(法人全体

では 17 名参加)。 

暑い中でしたが、地域の方と一緒に活動し、汗を流しました。 

 10 月 15 日(木)に、バーベキュー大会が実施されました。

当日は天気も良く、仲間・職員・ボランティアさんで肉を焼

いたり、焼きそばを作るなどして、楽しみました。 

 屋外で食べる食事は、一層おいしく感じるのか、仲間たち

も普段より食欲旺盛で、「食べすぎでは!?」と心配になるほ

どでした。 

「Fukuoka Care workers Music festival」に行きました！ 

 11 月 3 日、市内の福祉関係者で音楽好きの

仲間が集まって開催されたライブを仲間たち

が見に行きました！ 

 事業所のスタッフも出演していて、普段とは

違う姿に仲間たちも見入っていました。また機

会があれば、このような外出を企画します。 


